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秋晴れの中、１年生は三峰川榛原河川公園

まで元気よく歩いてきました。公園では 

鬼ごっこをして遊んだり、遊具を使って楽

しく活動してきました。一日歩いて遊んで

楽しい時間を過ごしました。 

 

１２月１１日スケート教室に行ってきました。始め

は、氷の上をハイハイする練習からスタートした子

どもたちも、おいしいお弁当で元気いっぱいになっ

た午後は、スイスイ歩けるようになりました。 

２年生

生 

東春近探検に始まった３年生の社会。

その後、工場の見学・スーパーマーケット

の見学・消防署見学・警察署見学と実際

に歩いて、見て、聞いて、たくさんのこ

とを学びました。 

10 歳の節目に二分の一成人式を行い、今まで支

えてくれた人たちに感謝の気持ちを伝えまし

た。自分たちでつくりあげた式は大成功！未来

のなりたい自分に向かってがんばります！ 

４年生

生 

１年生

生 

３年生

生 

「白毛もち」「コシヒカリ」の２種類の米作り

を行いました。肥料まき、田植え、水の管理、

かかし作り、稲刈り、脱穀などの作業を頑張

り、１１月には、親子で餅つきをしておいし

くいただきました。 

５年生

生 
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「１年大事にしてきたこと」
令和６年度 児童会書記 伊藤志音 
 

 ぼくが１年大事にしてきたことは、メ

モと人との関わりです。なぜメモと人と

の関わりを１年間大事にしてきたかと

いうと、児童会や委員会活動がスムー

ズにいくようにするためです。メモを書

いておくと、やるべきことや大事にする

こと（先生のアドバイスなど）がすぐに

分かるので、スピーディーに物事を進

められます。 

 また、考えを伝え合ったり協力した

り、人と関わることで、分からなかった

ことが分かるようになったり、新しい考

えを築けます。 

 なので、来年の児童会もメモと人との

関わりを大切にしてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

「大変だったけど楽しかった」 
令和６年度 児童会長 飯島 花 
 

 今年度の児童会活動を振り返って、大

変でひまだと思うこともなくなるほどでし

たが、それでも楽しいなと感じました。今

年度のき画、あいさつ週間、名札チェッ

ク、ろうか歩行週間や児童会祭りなどス

ケジュールは満さいでした。でも、副委

員長の美羽さんや書記の志音君が支え

て一緒にがんばってきてくれたからこそ、

成功をおさめることができました。美羽さ

んと志音君と私は性格が全員まったく違

うので、二人ともしっかりしてるけど気は

合うだろうかと不安な時もありました。け

れど、まったくそんなことはなく、三人で

楽しく、でも真けんにやれました。ラストス

パート、三人で協力してやり切りたいで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「子どもたちが輝く学校行事」                      東春近小学校長 山﨑 重幸 
 
コロナの制限が無くなり、各行事を通常通りに行うことが可能となった一方で、文部科学省からは行事自体の精選と、

その練習時間等に割く余剰時間の削減が通達されました。昔行っていた終日実施の全校行事は実質不可能となった

訳です。 

中身を精選したとしても、学校行事の最も大切な意義は「その場にいる子どもが輝けること」です。運動会や音楽会の

実施時間は短くとも、各学年・学級等の表現にはそれぞれ輝くものがありました。子どもたちが見せてくれた全力で挑む

姿、真剣なまなざし、表現が終わったあとの充実感あふれる笑顔、そのすべてが尊いと感じました。そんな子どもたちの

姿を大勢の皆様方に見ていただく機会が設定できたこと、大変ありがたく感じます。 

６学年で実施してきた「PTA林作業」も、移動時における安全確保等の理由から「PTA林の材木を 

利用した木育行事」に変更し、本校図工室での実施といたしました。木のぬくもりに触れながら木製 

コースターを制作した６年生の子どもたちは、皆笑顔でその記念品を持ち帰りました。 

今後も皆様方のお力をお借りしつつ、実りある学校行事を創り上げていきたいと思います。                               
 

「1年間の活動を振り返って」                       令和６年度 PTA会長 平澤 舞 

早いもので、令和６年度の PTA 活動も終わりを迎えようとしています。PTA 会長として様々な活動に携われた事、

地域の皆様との懇談の場に参加させて頂けた事は、東春近小学校の子供たちが多くの方々に支えられ見守られて

いるという事を改めて実感出来る良い機会でした。子供たちを取り巻く状況は年々厳しくなっていますが、東春近はこ

んな素敵な環境にあるという事を感じながら、のびのびと成長して欲しいなと思います。 

今年度、無事にすべての活動を終えることが出来ますのも、先生方や理事を 

はじめとする役員の皆様、そして保護者の皆様にご尽力頂いたおかげです。 

1年間、多大なるご協力を頂き本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

長かったコロナ禍が徐々に終わりを迎え、PTAの活動も役員が集まり話し合いの機会を持てるようになりました。いろい

ろな場面で少しずつ変化を求められる中での編集作業でしたが、みんなで考え、対応していけることはとても心強いと感じ

ました。原稿作成にご協力いただきました先生方、児童の皆さん、PTA会長さん、本当にありがとうございました。 

 

「みんなで乗りこえた児童会」 
令和６年度 児童副会長 梶間美羽 
 

 私が児童会でやれたことは、児童会祭

りです。児童会の思い出は、三役で休み

時間集まって、色々な意見を出したり、六

年生、委員、先生方と相談したりして、準

備を進めたことです。リハーサルでは上

手く進まず、とても心配でした。 

 でも、当日は委員のみんながどんどん

活躍してくれて、各委員会のコーナーは

たくさんのお客さんの笑顔であふれてい

ました。 

 後期には、ろう下歩行週間をしました。

委員のみんなが、ろう下歩行の呼びかけ

をしてくれたので、廊下を走る人が減って

きました。 

 来年も、よりよい児童会にしてほしいで

す。 
 

 

 

 

 

 

 

 


